
　今号のイラストは、夕日に染まる羽田空港をイメージしております。平成22年に国際化した羽田空港は、空港を結節点とした人・もの・情報の国際交流が活発であり、首都東京の玄関口としての
役割を果たしています。
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●  区長提出議案として、令和３年度一般会計歳入歳出決算や令和４年度大田区一
般会計補正予算案（第３・４次）など46件が提出されました（令和３年度決算
に対する各会派の意見は６面に、審議の結果など詳細は、７～8面に掲載）。

●  議員提出議案として、条例案２件、宣言案１件、奈須利江議員に対する問責決
議、意見書１件が、委員会提出議案として、意見書が１件提出されました（詳
細は、８・10面に掲載）。

●  請願・陳情は、審議の結果、採択３件、不採択８件、そのほかは継続審査とな
りました（請願・陳情の結果は、8面に掲載）。

　大田区議会は、令和４年第３回定例会を９月13日から10月
12日までの30日間の会期で開きました。
　定例会では、区政の各分野における課題について、13名の
議員が質問し、議論しました（詳細は、２～５面に掲載）。
　また、固定資産税及び都市計画税の減免措置等の継続を求
める意見書、子育て支援の拡充を求める意見書及び奈須利江
議員に対する問責決議を可決しました（全文は、10面に掲載）。

令和３年度決算を認定

令和４年度一般会計補正予算（第３次）を可決 令和４年度一般会計補正予算（第４次）を可決
　第３回定例会に提出された令和４年度一般会計補正予算（第３次）は、第２次補正予算編成後に生じた
状況の変化に速やかに対応し、また令和３年度決算確定に伴う精算等及び社会経済状況を踏まえた対応
（新型コロナウイルス感染症対策、物価高騰対策、経済対策）のための予算として、71億3,132万3千円を
増額するものです。今回の一般会計補正予算で計上された主な事業は、以下のとおりです。

　第３回定例会に提出された令和４年度一般会計補正予
算（第４次）は、住民税非課税世帯等に対する臨時特別
給付金給付事業に係る経費として、45億3,046万6千円
を増額するものです。今回の一般会計補正予算で計上さ
れた事業は、以下のとおりです。

総務費
特別出張所管理運営費 5,000万円 
　＜経済対策＞新井宿会館外壁改修その他工事
福祉費
障害福祉施設維持管理 1億9,319万4千円
　 ＜経済対策＞旧産学連携施設及び北蒲広場プー

ル棟内部改修工事、大森東福祉園改修工事、久
が原福祉園非常放送設備改修工事

衛生費
新型コロナウイルスワクチン接種 36億6,876万5千円

 ＜新型コロナウイルス感染症対策＞オミクロン株に
対応した新型コロナワクチンの接種体制に係る経費
教育費
給食用備品・消耗品等（小学校費） 6,184万3千円
　 ＜物価高騰対策＞食材料費の物価高騰に対する

支援に係る経費

福祉費
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業
 45億3,046万6千円
　住民税非課税世帯等に対する電力・ガス・食料品等価
格高騰緊急支援給付金支給に係る経費

一般会計補正予算（第３次）の主な事業
一般会計補正予算（第４次）の事業
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録画中継
本会議などの様子を録画したテレビ中継映像
をインターネットで配信しています。

2質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。

令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
次
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
ど
う

取
り
組
む
の
か
、
区
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
感
染
症
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
喫
緊
の
課
題

へ
の
対
応
、
区
民
福
祉
の
増
進
に
向
け
、

総
合
的
に
施
策
を
展
開
し
、
区
民
の
期

待
に
応
え
て
い
く
。

基
金
の
戦
略
的
な
運
用
に
つ
い
て

問
将
来
の
基
金
運
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
区
は
、
公
共
債
を
中
心
と
し
、
安
全

性
の
高
い
運
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、

持
続
的
に
自
主
財
源
を
確
保
で
き
る
よ

う
工
夫
を
凝
ら
し
、
基
金
運
用
を
図
る
。

組
織
体
制
及
び
組
織
改
正
に
つ
い
て

問
未
来
の
組
織
整
備
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
区
が
新
た
な
成
長
を
実
現
し
て
い
く

た
め
、
中
長
期
的
な
区
の
未
来
を
見
据

え
た
新
た
な
価
値
や
魅
力
の
創
出
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
で
き

る
よ
う
、
適
時
適
切
に
効
果
的
な
組
織

改
正
を
行
っ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
７
波

へ
の
対
応
に
つ
い
て

問
区
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
の
対
象
を
拡
大
し
、
接
種
を
実
施

す
る
の
か
。

答
区
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
４
年
９
月
下
旬
か
ら
の
開

始
を
想
定
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
接
種
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
、

既
に
60
歳
以
上
の
約
７
割
の
方
が
４
回

目
の
接
種
を
完
了
し
て
い
る
。
12
歳
以

上
の
全
て
の
方
が
接
種
可
能
に
な
る
よ

う
対
象
者
を
拡
大
し
て
い
く
。

環
境
対
策
、
脱
炭
素
戦
略
に
つ
い
て

問
新
た
に
策
定
す
る
大
田
区
脱
炭
素
戦

略
の
下
、
今
後
ど
の
よ
う
に
区
民
や
事

業
者
を
巻
き
込
ん
で
行
動
変
容
を
起
こ

し
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
脱
炭
素
社
会

を
実
現
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
実
効
性
の
あ
る
脱
炭
素
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
区
は
、
大
田
区

役
所
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
推
進
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
省
資
源

対
策
、
資
源
循
環
を
徹
底
す
る
。
ま
た
、

新
築
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
基
準
化
を
目
指
す
こ
と

で
、
段
階
的
な
脱
炭
素
化
を
進
め
る
。

新
空
港
線
に
つ
い
て

問
蒲
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
将
来
予
想
さ
れ
る
交
通
需
要
に
対
応

し
た
魅
力
あ
る
広
場
計
画
や
区
民
が
安

全
・
安
心
に
利
用
で
き
、
誰
も
が
訪
れ

た
く
な
る
よ
う
な
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
空

間
の
創
出
な
ど
、
未
来
の
動
向
を
見
据

え
た
蒲
田
の
駅
前
空
間
の
在
り
方
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問
新
空
港
線
の
整
備
と
併
せ
、
ど
の
よ

う
に
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
の
か
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
地
域
の
様
々
な
意
見
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
い
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
、
沿
線
の

各
拠
点
の
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
に
行

う
た
め
、（
仮
称
）
新
空
港
線
沿
線
ま

ち
づ
く
り
構
想
案
を
４
年
度
中
に
取
り

ま
と
め
、
新
空
港
線
の
整
備
と
沿
線
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問
新
空
港
線
整
備
資
金
積
立
基
金
に
つ

い
て
、
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て

も
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

答
沿
線
各
駅
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

も
、
将
来
に
わ
た
る
区
の
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
か
つ
円
滑
に
事
業
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
後
年
度
の
財

政
負
担
の
低
減
及
び
平
準
化
の
観
点
か

ら
将
来
の
財
源
確
保
が
非
常
に
重
要
で

あ
る
。
当
該
基
金
に
つ
い
て
は
、
新
空

港
線
と
と
も
に
、
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
今
後

検
討
を
進
め
て
い
く
。

子
育
て
に
つ
い
て

問
こ
ど
も
家
庭
庁
創
設
な
ど
の
動
き
に

つ
い
て
、
区
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え

方
や
対
応
方
針
を
伺
う
。

答
ま
ず
は
子
ど
も
政
策
に
関
す
る
調
査

研
究
・
企
画
立
案
機
能
の
強
化
を
図
る
。

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
観
点
か
ら
、

各
政
策
を
執
行
す
る
た
め
の
実
体
を
伴

っ
た
体
制
と
実
効
的
な
部
局
間
連
携
・

調
整
の
在
り
方
を
検
討
し
具
現
化
す
る
。

「
大
田
区
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

フ

ラ
ッ
ト
お
お
た
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て問
若
者
に
対
す
る
切
れ
目
の
な
い
支
援

と
相
談
支
援
事
業
を
推
進
し
て
い
く
上

で
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
４
年
10
月
、
新
た
に
、
大
田
区
子
ど

も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、

地
域
活
動
団
体
や
教
育
・
医
療
・
福
祉

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
体
制
を
強
化

の
上
、
支
援
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

問
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
な
ど
の
教
科
横
断

的
な
学
習
を
行
う
区
独
自
教
科
を
全
校

で
実
施
し
た
際
、
学
校
間
の
取
り
組
み

に
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
や
地
域
の
協

力
体
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
区
民
に
広
く
教
科
「
お
お
た
の
未
来

づ
く
り
」
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
い

な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
専
門
家
や
企
業
、

団
体
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
形
成
を
検
討
し
て
い
く
。

「
核
の
な
い
世
界
」
実
現
に
向
け
て
大

田
区
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て

問
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
区
と
し

て
、
国
に
対
し
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批

准
し
、
核
の
な
い
平
和
な
国
際
社
会
の

実
現
に
力
を
尽
く
す
べ
き
。

答
引
き
続
き
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
各

種
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

問
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
や
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
前
進
し
た
核
廃
絶

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
区
長
自
ら
が

声
明
を
出
す
こ
と
を
求
め
る
。

答
区
と
し
て
国
際
的
な
議
論
を
し
っ
か

り
と
見
守
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
や
物
価
高
騰
か
ら
区
民

を
守
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

問
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
特
性
を
踏
ま
え
た

新
し
い
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。
早
期
診

断
・
治
療
体
制
を
強
化
す
べ
き
。

答
医
師
会
や
医
療
機
関
と
密
に
連
携
し
、

区
民
の
命
を
守
る
対
応
に
尽
力
す
る
。

問
物
価
高
騰
対
策
本
部
を
設
置
し
調
査

や
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
、
中
小

事
業
者
に
対
す
る
負
担
軽
減
な
ど
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
直
接
支
援
を
行
う
こ

と
、
特
別
融
資
制
度
の
再
開
を
求
め
る
。

答
新
た
な
直
接
支
援
を
行
っ
て
い
く
考

え
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か

か
る
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
制
度
は
、

対
象
と
な
る
世
帯
の
事
業
収
入
な
ど
の

額
に
、
国
や
都
の
各
種
給
付
金
を
含
め

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
規
定

を
削
除
す
べ
き
。

答
被
保
険
者
に
寄
り
添
い
、
適
切
に
対

応
を
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
区
民
生
活
を
守
る
に
は
不

十
分
だ
っ
た
決
算
に
つ
い
て

問
２
０
２
１
年
度
は
６
年
ぶ
り
に
財
政

基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
を
行
わ
な
か
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
区
民
の
生

活
と
営
業
を
守
る
た
め
に
党
区
議
団
は

緊
急
要
望
を
重
ね
て
き
た
が
、
財
政
基

金
の
積
極
的
な
活
用
で
実
現
で
き
た
の

で
は
な
い
か
。

答
引
き
続
き
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
重

責
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
区
民
の
生
活
や
区
内
経

済
が
厳
し
い
中
、
区
民
生
活
に
欠
か
せ

な
い
事
業
が
廃
止
・
縮
小
さ
れ
た
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
の
全
事
務
事
業

見
直
し
の
方
針
は
撤
回
す
べ
き
。

答
必
要
な
見
直
し
、
再
構
築
を
徹
底
し

持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
を
実
現
す
る
。

問
監
査
委
員
か
ら
、
指
定
管
理
者
制
度

や
業
務
委
託
は
職
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
希

薄
化
、
業
務
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
困
難
さ

の
課
題
が
あ
る
、
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
指
定
管
理
者
制
度
は
見
直
す
べ
き
。

答
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
有
効
に
活
用

し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し
て
い
く
。

問
区
の
要
介
護
認
定
率
は
横
ば
い
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
の
中
で
要
支
援
１
・
２

は
減
少
し
て
い
る
。
総
合
事
業
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
減
少
さ
せ
る
介
護
外
し
と

し
て
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
、
元

気
高
齢
者
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

区
民
の
く
ら
し
と
福
祉
、
営
業
を
充
実

さ
せ
る
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

問
予
算
編
成
方
針
の
重
点
課
題
で
あ
る

都
市
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
取
り
組
み
で

は
な
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
脱
炭
素
を
意
識

し
、
地
域
経
済
の
発
展
と
快
適
で
魅
力

あ
る
都
市
機
能
の
向
上
を
進
め
、
区
民

と
と
も
に
つ
く
る
地
域
循
環
型
経
済
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
。

答
豊
か
さ
と
成
長
が
両
立
す
る
持
続
可

能
な
未
来
へ
の
歩
み
を
着
実
に
進
め
る

予
算
と
位
置
付
け
た
。

問
事
業
規
模
も
費
用
も
明
ら
か
に
さ
れ

ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
区
民
生
活
が
困
難
な

状
況
の
中
、
無
責
任
な
新
空
港
線
計
画

は
白
紙
撤
回
す
べ
き
。

答
引
き
続
き
新
空
港
線
の
整
備
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
日
本
共
産
党
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
の
中
止
を
求
め
て
い
る
が
、
少
な
く

と
も
区
と
し
て
制
度
の
実
施
延
期
を
政

府
に
申
し
入
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
運
用
開
始
に
向

け
た
区
内
企
業
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
区
の
公
的
役
割
で
保
育
の
充
実
を
図

る
べ
き
で
あ
り
、
保
育
の
民
営
化
計
画

は
中
止
す
べ
き
。

答
民
間
と
の
連
携
強
化
を
推
進
し
、
良

質
な
保
育
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
事
業
が
実
施
さ
れ
た
が
、
配

置
基
準
に
基
づ
く
た
め
月
額
９
千
円
の

賃
上
げ
に
な
ら
な
い
。
保
育
士
応
援
手

当
を
削
減
す
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き

全
て
の
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
区
が
責

任
を
果
た
す
べ
き
。

答
今
後
も
必
要
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
第
３
次
補
正
予
算
案
の
物
価
高
騰
に

対
す
る
給
食
食
材
費
へ
の
支
援
は
今
年

度
限
り
で
あ
る
。
物
価
高
騰
が
続
い
て

お
り
、
次
年
度
以
降
も
値
上
げ
を
し
な

い
こ
と
、
将
来
を
見
据
え
て
給
食
費
の

無
償
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

答
学
校
給
食
の
実
施
運
営
以
外
の
経
費

は
、
児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者
の
負
担

と
す
る
と
し
て
い
る
。

＊大田区若者サポートセンター　フラットおおた
（２面３段・23行目）
　子ども・若者育成支援推進法に基づき、様々な困難を抱える
子ども・若者・その家族を対象に適切な支援につなげるために
開設した施設で、学校でも家でもない第三の居場所として、様
々な悩みや困りごとを相談することができる。
＊PiOフロント（４面１段・21行目）
　来所者の相談に傾聴し、適切な各種支援情報を提供するほか、
専門的助言を行い、都や国などの支援機関窓口への橋渡しを行
う経営に関する相談窓口。
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質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
森
　
昭
彦

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

松
原
区
政
16
年
の
決
算
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

荒
尾
　
大
介

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

コ
ロ
ナ
感
染
症
、
物
価
高
騰
か
ら

区
民
を
守
る
区
政
を
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物
価
高
騰
の
影
響
と
行
政
の
対
応
に
つ

い
て

問
今
回
の
物
価
高
騰
対
策
の
考
え
方
と

特
徴
を
伺
う
。

答
教
育
費
負
担
の
軽
減
を
図
る
取
り
組

み
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
継
続
を
支
え
る
取

り
組
み
、
良
質
な
給
食
を
安
定
的
に
提

供
す
る
取
り
組
み
、
公
共
施
設
の
よ
り

快
適
な
環
境
整
備
な
ど
、
区
の
必
要
な

対
策
を
き
め
細
か
く
ま
と
め
た
。
区
は
、

引
き
続
き
区
民
生
活
や
区
内
経
済
を
守

る
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て

問
気
候
変
動
に
伴
い
、
越
流
防
止
な
ど

の
浸
水
対
策
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
多
摩
川
や
呑
川
な
ど
の
中
小
河

川
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
多
摩
川
に
つ
い
て
は
、
国
と
都
、
流

域
自
治
体
な
ど
が
連
携
し
、
流
域
全
体

で
水
害
を
軽
減
さ
せ
る
治
水
対
策
の
た

め
の
様
々
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。
国
は
、
洪
水
時
の
水
位
低
減
を
目

的
と
し
河
道
掘
削
を
進
め
、
都
は
、
下

水
道
樋
管
ゲ
ー
ト
の
改
良
工
事
な
ど
を

進
め
、
区
は
、
都
や
隣
接
区
と
合
同
訓

練
を
行
い
、
水
防
活
動
体
制
の
強
化
に

努
め
て
い
る
。
都
は
令
和
３
年
９
月
に

流
域
自
治
体
か
ら
な
る
協
議
会
を
設
置

し
、
呑
川
及
び
内
川
を
含
む
城
南
地
区

河
川
な
ど
の
治
水
対
策
に
流
域
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
区
は
引
き
続
き
、

治
水
計
画
の
見
直
し
や
治
水
対
策
の
更

な
る
強
化
を
進
め
る
国
や
都
と
連
携
し
、

浸
水
対
策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
時
代
の
仲
間
ま
わ
し
に
つ
い
て

問
大
田
区
な
ら
で
は
の
仲
間
ま
わ
し
に

お
け
る
新
た
な
事
業
に
つ
い
て
、
区
長

の
強
い
思
い
と
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
発
注
を
受
け
て
、
区
内
の
多
数
の
中

小
も
の
づ
く
り
企
業
が
連
携
し
て
製
品

化
す
る
仲
間
ま
わ
し
は
、
大
田
区
製
造

業
の
競
争
力
の
源
泉
で
あ
る
。
区
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
仲

間
ま
わ
し
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
区
内

企
業
に
利
益
率
の
高
い
仕
事
を
呼
び
込

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
広
域

仲
間
ま
わ
し
の
実
現
も
視
野
に
入
れ
、

金
属
加
工
の
試
作
開
発
を
得
意
と
す
る

大
田
区
と
、
大
型
部
品
や
大
量
生
産
な

ど
を
得
意
と
す
る
他
地
域
と
の
新
た
な

連
携
が
深
ま
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

災
害
弱
者
の
命
を
守
る
個
別
避
難
計
画

に
つ
い
て

問
４
年
度
、
区
が
優
先
し
て
計
画
作
成

を
行
う
対
象
者
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況

及
び
今
後
の
区
民
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

答
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
予
測
困
難

で
あ
る
た
め
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成

は
早
期
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
対

象
者
と
関
わ
り
の
あ
る
事
業
所
と
連
携

し
、
順
次
作
成
を
進
め
て
い
る
。
障
が

い
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
区
職
員
に

よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
順

次
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
区
民
へ

の
周
知
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公

表
や
防
災
関
連
事
業
な
ど
の
機
会
を
捉

え
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
併
せ
て
関

係
団
体
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

地
域
力
を
い
か
し
た
普
及
啓
発
も
進
め

て
い
く
。

福
祉
部
所
管
の
次
期
主
要
計
画
に
つ
い

て問
大
田
区
の
強
み
で
あ
る
地
域
力
を
い

か
し
た
大
田
区
版
の
地
域
共
生
社
会
実

現
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
実
態
調
査
を

進
め
、
次
期
計
画
の
策
定
に
つ
な
げ
て

い
く
の
か
、
区
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
５
年
度
は
、
各
福
祉
分
野
の
計
画
が
、

同
時
に
策
定
年
を
迎
え
る
た
め
、
区
が

目
指
す
世
代
・
分
野
を
超
え
た
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て

い
る
。
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い

る
方
を
受
け
止
め
、
住
民
同
士
の
つ
な

小
学
校
で
の
君
が
代
学
習
に
つ
い
て

問
区
立
小
学
校
を
卒
業
し
た
児
童
た
ち

が
君
が
代
を
歌
え
な
い
、
習
っ
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
事
例
が
明
ら
か
に
な
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
に
再
発
防
止
に
努
め

る
の
か
伺
う
。

答
今
回
、
一
部
の
学
校
で
君
が
代
を
指

導
で
き
て
い
な
い
学
年
が
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
い
か
な
る
場
合

で
も
、
君
が
代
の
歌
唱
指
導
が
行
わ
れ

な
い
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
度
、
改
め
て
区
立

小
・
中
学
校
に
対
し
て
同
様
の
状
況
が

な
い
か
、
教
育
課
程
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
、
再
発
防
止
を
徹
底
す
る
。

震
災
時
に
希
望
の
持
て
る
防
災
政
策

を問
臨
海
部
の
冷
蔵
・
冷
凍
倉
庫
事
業
者

と
の
災
害
時
に
お
け
る
連
携
の
可
能
性

に
つ
い
て
伺
う
。

答
臨
海
部
倉
庫
で
廃
棄
食
材
が
発
生
す

る
と
す
れ
ば
、
区
内
の
飲
食
業
者
な
ど

と
連
携
し
、
食
材
を
調
理
し
て
も
ら
い
、

被
災
者
に
届
け
る
こ
と
は
食
糧
の
安
定

的
な
確
保
に
つ
な
が
り
、
有
意
義
で
あ

る
と
考
え
る
。
今
後
も
臨
海
部
に
あ
る

貴
重
な
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
、
そ
の

可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、
広
く
民
間
事

業
者
と
の
積
極
的
な
連
携
を
推
進
し
、

防
災
力
を
強
化
し
て
い
く
。

合
流
式
下
水
道
の
見
直
し
に
つ
い
て

問
下
水
最
下
流
に
位
置
す
る
大
田
区
こ

そ
、
都
に
対
し
て
積
極
的
に
下
水
の
分

流
化
を
求
め
る
こ
と
を
望
む
。
そ
う
い

っ
た
声
が
下
水
最
下
流
に
位
置
す
る
特

別
区
自
治
体
の
首
長
か
ら
ど
ん
ど
ん
挙

が
る
こ
と
が
都
を
動
か
す
力
に
な
る
。

区
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
は
都
に
対
し
、
特
別
区
下
水
道
事

業
促
進
連
絡
会
な
ど
を
通
じ
て
、
周
辺

区
と
連
携
し
な
が
ら
、
合
流
式
下
水
道

改
善
の
推
進
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行

っ
て
き
た
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
合
流
式
下
水
道
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

新
空
港
線
に
つ
い
て

問
新
空
港
線
の
整
備
は
沿
線
の
ま
ち
づ

く
り
と
併
せ
て
行
う
こ
と
を
我
が
会
派

は
強
く
主
張
し
続
け
て
き
た
。
沿
線
の

ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
中
長
期
を
見
据
え
た
（
仮
称
）
新
空

港
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
構
想
案
を
４
年

度
中
に
取
り
ま
と
め
、
つ
な
が
る
全
て

の
路
線
や
区
全
体
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
、
働

き
や
す
く
、
学
び
や
す
い
先
進
的
で
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

が
り
や
活
躍
の
場
と
な
る
地
域
の
居
場

所
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
は
、

参
加
す
る
人
が
抱
え
る
課
題
を
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
ま
た

社
会
へ
の
参
加
を
促
す
場
に
も
な
る
。

区
は
、
区
民
・
地
域
活
動
団
体
・
事
業

者
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
手
を
携
え
、

と
も
に
支
え
合
う
包
摂
的
な
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
計
画
策
定
に
取
り
組
み
、

大
田
区
の
強
み
で
あ
る
地
域
力
を
い
か

し
た
大
田
区
版
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
。

教
育
に
つ
い
て

問
教
育
の
現
状
と
課
題
を
見
る
中
で
、

教
育
力
の
底
上
げ
を
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
、
魅
力
あ
る
教
育
を
ど
の
よ
う
に

作
り
上
げ
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
昨
今
、
価
値
観
が
多
様
化
し
、
教
育

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
子
ど

も
の
変
化
を
敏
感
に
受
け
止
め
、
粘
り

強
く
子
ど
も
た
ち
の
能
力
を
育
成
す
る

教
師
の
指
導
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
新
ビ
ジ

ョ
ン
に
お
い
て
は
、
教
師
の
指
導
力
の

向
上
を
最
重
要
政
策
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。
伴
走
型
の
教
師
の
指
導
力
は
、

様
々
な
教
育
課
題
に
つ
い
て
、
教
師
が

組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
過
程
で
形

成
さ
れ
る
た
め
、
学
校
の
組
織
的
な
対

応
力
の
向
上
を
図
り
、
そ
の
中
で
教
員

の
指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

国
葬
に
お
け
る
区
の
対
応
に
つ
い
て

問
国
な
ど
か
ら
協
力
要
請
が
な
い
場
合
、

区
は
家
族
葬
が
営
ま
れ
た
７
月
12
日
に

続
い
て
国
葬
が
行
わ
れ
る
９
月
27
日
も

半
旗
を
掲
揚
し
弔
意
を
示
さ
な
い
の
か
。

区
は
半
旗
を
掲
揚
し
て
弔
意
を
示
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
区
と
し
て
は
、
過
去
の
取
り
扱
い
を

踏
ま
え
つ
つ
、
岸
田
首
相
の
説
明
や
、

国
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
国
葬

当
日
の
対
応
を
決
定
し
て
い
く
。

秋
成
　  

靖

大
田
区
議
会
公
明
党

社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
、

73
万
区
民
を
守
る
政
策
を

三
沢
清
太
郎

令
和
大
田
区
議
団
︵
無
所
属
５
＋
維
新
１
︶

住
ん
で
良
か
っ
た
と
誇
れ
る

大
田
区
へ

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
新
し
い
系
統
Ｂ
Ａ

５
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
で
、

令
和
４
年
７
月
以
降
第
７
波
と
さ
れ
る
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
爆
発

的
な
感
染
拡
大
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の

感
染
拡
大
に
対
し
区
で
は
、
区
民
の
方

か
ら
保
健
所
に
い
た
だ
く
ご
相
談
に
適

切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
特
に
重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
方
に
は
医
療
専
門
職

が
着
実
に
関
わ
り
、
療
養
生
活
を
支
援

で
き
る
よ
う
７
月
よ
り
外
部
委
託
な
ど

の
積
極
的
活
用
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
つ
き
ま
し
て
、
区
は
国

の
想
定
に
合
わ
せ
、
９
月
下
旬
に
接
種

が
開
始
で
き
る
よ
う
に
、
接
種
体
制
を

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
東
邦
大
学
と
連
携
し
た
取
り
組
み

　

４
年
9
月
9
日
、
区
内
の
産
業
団
体

を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
最
新
情
報
と
必
要
な
対
策
を
、

医
学
部
微
生
物
・
感
染
症
学
講
座
の
舘

田
一
博
教
授
に
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し

た
。
感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で

区
内
経
済
を
停
滞
さ
せ
な
い
た
め
、
専

門
的
な
お
立
場
か
ら
の
正
確
な
情
報
と

確
実
な
対
策
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
対
策
に
つ
い
て
専
門

家
か
ら
の
助
言
を
い
た
だ
く
な
ど
、
公

民
連
携
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
大
田
区
福
祉
人
材
育
成
・
交
流
セ
ン

タ
ー

　
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
を

推
進
し
て
い
く
た
め
、
４
年
度
、
大
田

区
福
祉
人
材
育
成
・
交
流
セ
ン
タ
ー
を

機
能
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
各
支
援
分

野
の
事
業
者
に
向
け
、
順
次
、
事
業
内

容
の
説
明
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
社
会

福
祉
法
人
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
に
よ

り
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、

区
内
福
祉
職
場
で
働
く
魅
力
の
向
上
や
、

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
子
ど
も
・
若
者
へ
の
支
援

　
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
子
ど
も
・
若

者
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
て
い
く

た
め
、
４
年
10
月
に
大
田
区
若
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
フ
ラ
ッ
ト
お
お
た

を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
電
話
や
メ

ー
ル
、
面
談
に
加
え
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
チ
ャ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
様
々
な
相
談
の

仕
組
み
を
構
築
い
た
し
ま
す
。
併
せ
て
、

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
多

様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
で
交
流
を
促
進
し
、
社
会

的
自
立
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
区
内
産
業
デ
ジ
タ
ル
化
支
援

　
区
内
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
さ
を
増
す
中
、
区
内
中
小
製
造
業
の

稼
ぐ
力
を
強
化
し
、
地
域
経
済
を
活
性

化
す
る
た
め
、
４
年
８
月
よ
り
区
内
中

小
製
造
業
を
対
象
に
、
デ
ジ
タ
ル
受
発

注
の
仕
組
み
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

将
来
的
に
は
全
国
の
中
小
製
造
業
と
も

つ
な
が
り
、
企
業
同
士
が
様
々
な
形
で

連
携
す
る
こ
と
で
、
高
い
利
益
が
見
込

め
る
受
注
案
件
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
対
応

可
能
と
な
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
区
内
各
消
防
署
と
連
携
強
化

　
近
年
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
す
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
東
京
消
防
庁
で
は
「
災

害
対
策
調
整
担
当
課
長
」
が
新
設
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
区
市
町
村
と
の
連
携

を
強
化
で
き
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
時
な
ど
に
は
各
防
災
機
関

と
よ
り
緊
密
に
連
携
し
、
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

松原 忠義
区長

区長
挨拶
（抜粋）

」
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大
橋
　
武
司

大
田
区
議
会
公
明
党

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
見
え
る
化
に
つ
い
て

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
身
近
に
具
体
的
に
感
じ

ら
れ
る
形
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
見
え
る
化
に

取
り
組
ん
で
は
い
か
が
か
。

答
公
民
連
携
の
手
法
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
区
民
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
見
え
る
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
働
く
姿
の
写
真
展
」
の
開
催
に
つ
い

て問
働
く
姿
の
写
真
を
見
て
子
ど
も
た
ち

や
若
い
方
が
職
種
へ
の
興
味
や
夢
な
ど

が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。

ぜ
ひ
、
元
気
な
大
田
区
へ
と
進
ん
で
い

く
た
め
に
働
く
姿
の
写
真
展
の
開
催
を

要
望
す
る
が
、
い
か
が
か
。

答
様
々
な
職
場
で
働
く
姿
を
、
写
真
展

と
い
う
形
で
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
は
、

意
義
あ
る
取
り
組
み
に
も
な
り
得
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
の
可
能
性
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｐ
ｉ
Ｏ
フ
ロ
ン
ト
に
つ
い
て

問
産
業
プ
ラ
ザ
１
階
の
Ｐ
ｉ
Ｏ
フ
ロ
ン

ト
の
存
在
を
も
っ
と
広
く
お
知
ら
せ
し
、

区
内
事
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
、
区
内
企
業

の
発
展
に
向
け
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
・
要
望
す
る
が
、
い
か
が
か
。

答
Ｐ
ｉ
Ｏ
フ
ロ
ン
ト
の
認
知
度
を
よ
り

一
層
高
め
、
一
件
で
も
多
く
の
支
援
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
区
内
産

業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
。

区
民
が
学
べ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
大
田
区
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
・
文
化

・
芸
術
を
い
か
す
た
め
、
学
べ
る
企
画

を
含
め
計
画
的
に
魅
力
あ
る
取
り
組
み

を
要
望
す
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
今
後
も
心
豊
か
な
時
間
の
醸
成
、
想

像
力
を
育
み
、
生
き
る
力
を
生
み
出
し
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
交
流
の
輪
を

広
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る

事
業
を
し
っ
か
り
と
推
進
し
て
い
く
。

問
平
和
に
向
け
た
取
り
組
み
を
要
望
す

る
が
、
い
か
が
か
。

答
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
次

の
世
代
に
語
り
継
ぎ
、
平
和
な
世
界
を

築
い
て
い
く
と
い
う
、
平
和
都
市
宣
言

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
く
。

広
川
恵
美
子

大
田
区
議
会
公
明
党

誰
も
取
り
残
さ
な
い
区
の
施
策
に
つ
い

て問
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
ス
ム
ー
ズ
な
利
用
を
一
つ
の

基
準
と
し
て
、
利
用
で
き
る
人
と
で
き

な
い
人
が
分
け
隔
て
な
く
平
等
に
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て

い
く
。

問
高
齢
者
が
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
享
受

で
き
る
取
り
組
み
の
強
化
策
を
伺
う
。

答
デ
ジ
タ
ル
に
長
け
た
元
気
高
齢
者
の

地
域
貢
献
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵

を
享
受
し
、
元
気
で
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
を
目
指
す
。

問
区
内
事
業
者
と
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

答
慢
性
的
な
人
材
不
足
が
続
く
中
小
企

業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
担
う
人
材
の

確
保
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
企

業
側
が
必
要
と
す
る
人
材
と
、
デ
ジ
タ

ル
な
ど
の
専
門
的
知
見
を
身
に
付
け
た

人
材
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
が
重

要
で
あ
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
都
の
職

業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し

た
新
た
な
取
り
組
み
を
模
索
す
る
。

切
れ
目
な
い
区
の
施
策
に
つ
い
て

問
大
田
区
子
育
て
応
援
メ
ー
ル
の
就
学

後
の
継
続
と
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
が

る
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
を
伺
う
。

答
大
田
区
子
育
て
応
援
メ
ー
ル
は
対
象

年
齢
を
広
げ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

区
立
小
・
中
学
校
に
配
布
し
て
い
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
か
ら
、
相
談
機
関
の
情
報
に

簡
単
に
た
ど
り
着
け
る
仕
組
み
を
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
。

問
相
談
、
検
査
、
診
断
、
計
画
策
定
、

療
育
、
振
り
返
り
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に

よ
り
、
児
童
発
達
支
援
の
充
実
を
求
め

る
。
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
関
係
各
課
で
構
成
す
る
発
達
障
が
い

施
策
検
討
会
や
区
内
支
援
事
業
所
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
の
情
報
共
有
に
努

め
、
療
育
の
質
の
向
上
を
含
め
た
児
童

発
達
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

犬
伏
　
秀
一

令
和
大
田
区
議
団（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

問
高
齢
者
入
所
施
設
で
の
虐
待
が
疑
わ

れ
る
通
報
、
相
談
の
件
数
や
指
導
体
制

に
つ
い
て
伺
う
。

答
大
田
区
に
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
41

施
設
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
63
施
設
存

在
す
る
。
令
和
元
年
度
か
ら
３
年
度
の

介
護
施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る
虐
待
に

係
る
相
談
・
通
報
件
数
は
67
件
で
あ
る
。

虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
案
が
発
生
し
た
場

合
、
法
に
基
づ
き
事
実
確
認
調
査
を
行

い
警
察
な
ど
の
関
連
機
関
と
連
携
し
、

高
齢
者
の
権
利
擁
護
を
図
っ
て
い
る
。

問
区
立
中
学
校
の
部
活
強
豪
校
に
入
る

た
め
、
学
校
長
、
顧
問
教
諭
黙
認
で
学

区
外
か
ら
電
車
通
学
を
し
て
い
る
脱
法

行
為
が
複
数
見
つ
か
っ
た
。
区
立
中
学

校
の
部
活
動
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
区
立
中
学
校
の
越
境
部
活

に
つ
い
て
調
査
は
す
る
の
か
。

答
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
は
大
会
な

ど
で
勝
つ
こ
と
の
み
を
重
視
し
過
重
な

練
習
を
強
い
る
勝
利
至
上
主
義
で
は
な

く
、
生
徒
が
自
ら
の
成
長
に
向
け
取
り

組
む
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
度
、

居
住
実
態
を
伴
わ
な
い
区
外
か
ら
の
就

学
が
確
認
さ
れ
た
。
学
校
が
気
付
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
規
範
意
識
を
教
え

る
べ
き
立
場
と
し
て
是
正
し
な
か
っ
た

こ
と
は
強
く
反
省
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

区
民
の
信
頼
を
損
ね
た
こ
と
に
対
し
て
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
当
該
校
へ
の
調
査
・

指
導
に
加
え
、
直
ち
に
他
校
に
つ
い
て

も
同
様
の
事
例
の
有
無
な
ど
、
実
態
を

把
握
し
、
学
校
と
連
携
し
た
対
策
を
徹

底
す
る
。
今
後
は
、
居
住
実
態
を
伴
わ

な
い
住
民
登
録
に
よ
る
就
学
を
無
く
す
。

高
山
　
雄
一 

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

新
空
港
線
整
備
と
沿
線
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

問
事
業
を
正
し
く
周
知
す
る
こ
と
で
地

域
の
不
安
が
取
り
除
か
れ
、
安
心
と
期

待
に
つ
な
が
る
。
新
空
港
線
の
運
行
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
運
行
計
画
は
今
後
、
営
業
主
体
が
全

体
的
な
計
画
を
確
認
し
、
決
定
し
て
い

く
。
運
行
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段

階
で
、
区
民
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

で
き
る
よ
う
整
備
主
体
と
な
る
第
三
セ

ク
タ
ー
や
営
業
主
体
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
下
丸
子
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

構
想
に
つ
い
て
、
現
在
の
取
り
組
み
状

況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答
令
和
４
年
度
内
に
下
丸
子
駅
周
辺
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
策
定
し
て
い

く
。
５
年
度
以
降
は
、（
仮
称
）
下
丸

子
駅
周
辺
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

策
定
を
目
指
し
て
い
く
。

た
ま
ち
ゃ
ん
バ
ス
に
つ
い
て

問
た
ま
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
現
時
点
に
お
け

る
車
両
更
新
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
現
在
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い

る
。
電
気
バ
ス
を
中
心
に
検
討
す
る
な

ど
、
収
支
率
の
改
善
や
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
、
持
続
可
能
な
事
業
運
営

を
目
指
し
、
国
や
都
の
補
助
金
の
活
用

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

問
現
行
車
両
が
廃
車
と
な
っ
た
場
合
の

利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
現
行
の
た
ま
ち
ゃ
ん
バ
ス
は
東
急
バ

ス
株
式
会
社
が
所
有
し
て
い
る
た
め
、

東
急
バ
ス
株
式
会
社
や
公
園
な
ど
の
管

理
者
と
連
携
し
、
展
示
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

私
道
整
備
助
成
事
業
に
つ
い
て

問
更
な
る
制
度
改
正
な
ど
、
よ
り
使
い

や
す
い
制
度
に
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
地
域
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
に
資

す
る
よ
う
、
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

問
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
の
検
討
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答
５
年
度
の
実
施
に
向
け
、
他
自
治
体

に
お
け
る
実
施
状
況
を
調
査
・
分
析
し
、

実
施
場
所
や
規
模
、
内
容
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向

上
を
図
り
、
区
民
の
更
な
る
健
康
増
進

に
努
め
て
い
く
。

保
育
士
応
援
手
当
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
保
育
士
の
努
力
や
物

価
高
騰
に
よ
る
生
活
面
で
の
影
響
な
ど

も
踏
ま
え
、
見
直
し
は
慎
重
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
本
手
当
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
も
踏
ま
え
、
具

体
的
な
実
施
方
法
な
ど
に
つ
い
て
慎
重

に
判
断
し
て
い
く
。

深
川
　
幹
祐 

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

防
災
力
強
化
に
つ
い
て

問
街
頭
消
火
器
設
置
基
準
を
緩
和
し
、

設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
火
災
に
よ
る
死
者
数
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
初
期
の
消
火
が
重
要
で
あ
り
、

街
頭
消
火
器
を
設
置
し
て
き
た
。
お
お

む
ね
１
０
０
ｍ
間
隔
を
基
準
と
し
て
設

置
を
進
め
、
現
在
６
９
７
９
本
設
置
し

て
い
る
。
敷
地
や
街
区
の
形
状
な
ど
に

よ
り
間
隔
が
１
０
０
ｍ
以
上
離
れ
て
い

る
消
火
器
も
あ
る
。
地
域
事
情
に
配
慮

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

呑
川
、
内
川
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

問
吞
川
合
流
改
善
貯
留
施
設
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
２
年
度
に
着
手
し
た
立
坑
用
地

の
整
備
工
事
は
３
年
度
に
完
了
し
、
３

月
に
は
立
坑
工
事
が
契
約
と
な
っ
た
。

周
辺
住
民
に
理
解
を
し
て
も
ら
い
な
が

ら
工
事
を
進
め
て
い
く
。

問
高
濃
度
酸
素
水
浄
化
施
設
は
、
３
年

度
か
ら
稼
働
し
始
め
、
呑
川
が
若
干
き

れ
い
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
が
、

浄
化
施
設
の
稼
働
状
況
や
実
際
に
ど
の

程
度
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
高
濃
度
酸
素
水
浄
化
施
設
本
格
稼
働

後
は
、
高
濃
度
酸
素
水
の
保
留
口
か
ら

約
３
０
０
ｍ
上
流
の
大
平
橋
で
も
溶
存

酸
素
の
上
昇
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

大
気
中
の
硫
化
水
素
濃
度
が
悪
臭
防
止

法
の
上
限
値
を
超
え
る
日
数
や
ス
カ
ム

の
発
生
日
数
が
施
設
稼
働
後
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。

問
内
川
の
水
質
浄
化
施
設
の
補
修
や
更

新
も
含
め
内
川
の
水
質
改
善
に
向
け
た

対
策
を
強
化
す
べ
き
。

答
現
在
２
基
あ
る
水
質
浄
化
施
設
は
、

設
置
か
ら
20
年
以
上
経
過
し
老
朽
化
が

進
み
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
な
が
ら
稼

働
し
て
い
る
。
施
設
の
更
新
や
し
ゅ
ん

せ
つ
範
囲
の
見
直
し
を
検
討
し
て
水
質

改
善
の
強
化
に
取
り
組
む
。

問
内
川
の
護
岸
整
備
と
散
策
路
整
備
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
都
建
設
局
は
３
年
12
月
に
整
備
計
画

を
策
定
し
た
。
計
画
で
は
、
４
年
度
か

ら
13
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
事
業
期
間

と
し
、
内
川
も
整
備
対
象
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
整
備
完
了
区
間
は
、
桜

の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
し
て
散
策
道
の
整

備
を
行
え
る
た
め
、
都
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

奨
学
金
に
つ
い
て

問
区
は
経
済
的
な
困
難
を
抱
え
る
大
学

生
な
ど
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
奨
学

金
に
よ
る
就
学
支
援
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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答
大
学
な
ど
の
貸
付
型
奨
学
金
を
利
用

し
て
い
る
在
学
生
や
５
年
度
の
大
学
な

ど
へ
の
進
学
時
、
区
の
貸
付
型
奨
学
金

を
利
用
す
る
生
徒
を
対
象
に
、
教
育
費

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
す
る
、
大
学
在

学
生
及
び
進
学
生
臨
時
給
付
型
奨
学
金

支
給
事
業
に
関
す
る
費
用
を
計
上
し
た
。

松
原
　
秀
典

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

自
治
会
・
町
会
に
つ
い
て

問
各
自
治
会
・
町
会
の
加
入
率
は
現
在

ど
の
く
ら
い
な
の
か
。
減
少
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

答
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
の
加
入
率

は
平
均
61
％
で
、
25
年
前
の
平
成
９
年

度
の
加
入
率
81
％
よ
り
２
割
減
で
あ
る
。

こ
の
要
因
は
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族

化
の
進
展
に
伴
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
依
存
し
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

増
え
て
き
た
こ
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

集
合
住
宅
が
多
く
、
住
民
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
く
な
っ
て

き
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
。

問
役
員
の
な
り
手
を
増
や
す
た
め
に
、

有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
も
必
要
で

あ
る
。
主
要
な
役
員
は
、
せ
め
て
交
通

費
は
支
給
す
べ
き
。
見
解
を
伺
う
。

答
区
は
地
域
力
推
進
活
動
負
担
金
を
支

出
し
て
い
る
。
交
通
費
は
費
用
弁
償
的

な
性
質
で
あ
り
負
担
金
の
対
象
と
な
る
。

問
会
長
の
後
継
者
難
を
解
決
す
る
方
策

や
女
性
の
主
要
な
役
員
を
増
や
す
手
立

て
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
多
様
な
人
材
の
加
入
を
促
進
し
な
が

ら
次
世
代
の
役
員
候
補
と
な
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
、
女
性
の
参
画
を
更
に

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
将
来

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
確
保

に
よ
り
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
人
材
や
団
体
が

有
機
的
に
自
治
会
・
町
会
と
連
携
す
る

体
制
を
構
築
し
、
持
続
可
能
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
図
っ
て
い
く
。

産
業
経
済
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

問
諸
外
国
の
国
内
企
業
へ
の
不
当
な
、

又
は
敵
対
的
な
ア
ク
セ
ス
か
ら
守
る
手

立
て
に
つ
い
て
伺
う
。

答
区
は
貿
易
実
務
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
外
国
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス

に
関
す
る
注
意
喚
起
を
実
施
し
て
い
る
。

問
今
後
、
戦
略
的
な
視
点
も
入
れ
た
産

業
政
策
の
展
開
の
た
め
に
、
経
済
安
全

保
障
の
概
念
を
ミ
ク
ロ
的
に
踏
ま
え
中

小
企
業
支
援
に
溶
け
込
ま
せ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
は
、
デ
ジ
タ
ル
受
発
注
シ
ス
テ
ム

を
稼
働
さ
せ
、
一
層
の
生
産
性
向
上
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
経
済
安

全
保
障
を
地
域
経
済
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
戦
略
的
な
政
策
を
一
層
進
め
る
。

重
症
心
身
障
害
者
通
所
施
設
の
整
備
と

医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て

問
重
症
心
身
障
害
者
施
策
の
今
後
の
対

応
な
ど
現
時
点
で
の
考
え
を
伺
う
。

答
大
田
区
立
障
害
者
福
祉
施
設
整
備
基

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
重
症
心
身
障
害

者
通
所
事
業
の
定
員
を
順
次
拡
充
し
、

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
の
区
立

通
所
施
設
で
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

福
井
　
亮
二

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

法
的
根
拠
の
な
い
国
葬
の
中
止
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

問
国
葬
を
中
止
す
る
よ
う
、
国
に
求
め

る
。
ま
た
、
区
の
組
織
や
区
立
小
・
中

学
校
、
関
係
団
体
に
弔
旗
の
掲
揚
や
黙

と
う
な
ど
の
弔
意
表
明
を
求
め
る
通
知

を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

答
過
去
の
取
り
扱
い
を
踏
ま
え
、
国
葬

当
日
の
対
応
を
決
定
し
て
い
く
。

問
旧
統
一
協
会
は
ど
の
よ
う
な
団
体
と

認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
国
か
ら
各
関
係
機
関
で
の
適
切
な
対

応
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
技
術
的
助
言
に

よ
る
依
頼
が
来
て
い
る
。

問
旧
統
一
協
会
及
び
関
連
団
体
に
対
す

る
補
助
金
の
支
出
、
又
は
集
会
の
共
催

・
後
援
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

答
補
助
金
の
支
出
や
名
義
使
用
な
ど
に

つ
い
て
は
、
条
例
や
規
則
な
ど
に
基
づ

き
適
正
に
運
用
し
て
い
る
。

個
人
の
権
利
利
益
保
護
の
確
立
に
つ

い
て

問
新
し
く
制
定
す
る
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例
の
規
定
に
本
人
同
意
、
通

知
義
務
、
オ
ン
ラ
イ
ン
結
合
禁
止
を
盛

り
込
む
べ
き
。

答
責
任
を
持
っ
て
区
民
の
個
人
情
報
を

し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
。

問
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
に
盛
り
込
む

べ
き
。

答
区
民
の
権
利
利
益
を
適
切
に
保
護
し

て
い
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
視
点
を
あ
ら
ゆ
る

政
策・計
画
に
取
り
込
む
こ
と
に
つ
い

て問
大
田
区
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン

に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
具
体
策
を
示
し
、

区
が
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
べ
き
。

答
全
て
の
人
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
に
努
め
て
い
く
。

問
大
田
区
議
会
が
男
女
平
等
に
取
り
組

む
べ
き
。
議
員
控
室
に
お
け
る
女
子
ト

イ
レ
の
設
置
や
区
施
設
全
体
及
び
男
子

ト
イ
レ
に
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を
設
置
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

答
議
会
と
調
整
し
、
適
切
に
判
断
す
る
。

問
教
育
委
員
会
は
、
各
学
校
に
対
し
て
、

理
不
尽
な
校
則
は
子
ど
も
の
権
利
条
約

の
視
点
か
ら
生
徒
・
保
護
者
と
一
緒
に

考
え
、
見
直
す
よ
う
指
導
す
べ
き
。
そ

し
て
中
学
校
の
制
服
の
選
択
は
生
徒
個

人
の
判
断
で
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

答
学
校
の
決
ま
り
や
標
準
服
に
つ
い
て

絶
え
ず
見
直
す
よ
う
働
き
掛
け
て
い
く
。

植
田
　
智
一

令
和
大
田
区
議
団（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
景
気
動
向
と
区
の

課
題
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
い
る
区
内
飲
食
店
の
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
が
発
出
さ
れ
て

い
た
頃
と
比
べ
、
回
復
基
調
に
あ
る
が
、

道
半
ば
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
令

和
４
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
物
価
が
上

昇
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
が
区
内
経
済

に
広
が
っ
て
い
る
。
第
２
回
定
例
会
で

決
定
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
の
実
施
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
大
田
区
で
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
フ

ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
を
新
た
な
産
業
と
し
て
、

支
援
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
特
別
な
助
成
制
度
な
ど
の
支
援
は
考

え
て
い
な
い
が
、
商
店
街
と
の
調
整
・

合
意
形
成
を
区
の
公
民
連
携
デ
ス
ク
が

支
援
し
、
期
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
に
至

っ
た
例
な
ど
が
あ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
資
す
る
取
り
組
み
に
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
が
参
画
す
る
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
て
間
接
的
な
支
援
を
行
う

こ
と
は
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

庄
嶋
　
孝
広

立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団

長
期
休
暇
中
の
子
ど
も
の
食
事
の
支
援

に
つ
い
て

問
こ
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

の
活
動
は
増
え
た
が
、
令
和
元
年
度
に

行
っ
た
﹁
子
ど
も
の
長
期
休
暇
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
踏
ま
え
、
区
と
し
て
、

給
食
の
な
い
長
期
休
暇
中
の
子
ど
も
の

食
事
の
支
援
に
、
４
年
度
の
夏
休
み
も

取
り
組
む
べ
き
で
あ
っ
た
。
財
源
と
し

て
は
、
寄
付
に
よ
る
大
田
区
子
ど
も
生

活
応
援
基
金
を
活
用
で
き
る
と
考
え
る

が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
長
期
休
暇
中
の
課
題
を
抱
え
る
子
ど

も
へ
の
支
援
に
対
し
、
引
き
続
き
基
金

を
活
用
し
て
い
く
。

大
森
駅
西
口
都
市
計
画
と
に
ぎ
わ
い
に

つ
い
て

問
補
助
第
28
号
線
（
池
上
通
り
）
の
拡

幅
で
設
け
ら
れ
る
大
森
駅
西
口
広
場
に

は
、
歩
行
者
空
間
や
防
災
性
向
上
と
と

も
に
、
法
的
な
制
約
の
少
な
い
交
通
広

場
の
自
由
度
を
い
か
し
、
商
店
街
や
飲

食
店
街
に
代
わ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
が
求

め
ら
れ
る
。
整
備
に
あ
た
っ
て
広
く
区

民
な
ど
の
意
見
を
反
映
す
る
機
会
が
重

要
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
よ
り
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
け
る
機

会
を
設
け
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
な
ど

に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

議会ライブ中継のご案内
　本会議及び予算・決算特別委員会の様子を、
デジタルサイネージ（電子看板）などでライブ中
継しております。中継をご覧になれる施設は、
次のとおりです。

●区役所本庁舎１階ロビー ●特別出張所（18か所）
●大田区産業プラザPiO ●大田区総合体育館

※大田区民ホール・ア
プリコにつきまして
は、令和５年２月28日
（予定）まで工事に伴
う全館休館のため、
議会ライブ中継を中
止しております。

議会録画中継の動画配信のご案内
～スマートフォンなどから手軽にご視聴いただけます～

　二次元コードをスマートフォンやタブレットで読み
取ると、議会の録画中継をご視聴いただけます。
※視聴にあたり事前に読み取り用アプリのインストー
ルが必要となる場合があります。

簡単アクセス！

聴覚などに障がいのある方へ
本会議及び委員会で
は、手話通訳者の派遣
と FM 受信機の貸し
出しを行っています。

● 手話通訳者を希望される方
　傍聴希望日の７日前までに問い合わせ先へお申し出ください。

● ＦＭ受信機の貸し出しを希望される方
　傍聴の際にお申し出ください。
　※本会議及び予算・決算特別委員会のみ。簡単

アクセス！

問い合わせ先 議会事務局　FAX5744-1541　電話5744-1474
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録画中継
本会議などの様子を録画したテレビ中継映像
をインターネットで配信しています。
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令和３年度

各 会 計
歳入歳出
決 算

会計名 歳入 歳出 差引額等決算額 収入率 決算額 執行率

一般会計 3,103億9,987万6,254円 96.98% 2,999億6,498万2,611円 93.72%
104億3,489万3,643円
 48億4,632万7,000円
 55億8,856万6,643円

（財政基金へ繰り入れ）
（４年度へ繰り越し）

国民健康保険事業特別会計 679億6,403万6,121円 100.54% 668億4,465万8,826円 98.88%  11億1,937万7,295円（４年度へ繰り越し）
後期高齢者医療特別会計 172億7,245万4,898円 100.61% 170億2,983万6,012円 99.20% 2億4,261万8,886円（４年度へ繰り越し）
介護保険特別会計 580億8,513万2,761円 98.07% 567億4,790万2,053円 95.81% 13億3,723万0,708円（４年度へ繰り越し）

　令和３年度大田区一般会計歳入歳出決算及
び国民健康保険事業・後期高齢者医療・介護保
険の各特別会計歳入歳出決算について、９月
14日の本会議で決算特別委員会（議長及び議
員選出監査委員を除く42名で構成）を設置し、
９月28日から10月７日までの間、実質６日間
にわたり集中的に審査しました。これらの決算
に対する各会派の意見は次のとおりです。

決算特別委員会での審査の様子 荒尾 大介　副委員長 田中 一𠮷　委員長 秋成 靖　副委員長

決算に対する各会派の意見

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

１．すぐやる区役所であれ
　とにかく、何事も遅いのがお役所仕事である。
蒲田清掃事務所跡地は用途廃止になってから２年
経過してやっと解体し、駐輪場にするあり様だ。
すぐやる、いまやる、出来るまでやる、そんな区
役所に変身しようではないか。
２．失敗は認めてすぐやめよう

　京急蒲田駅にある大田区観光情報センターは
「閑古鳥情報センター」になっていながら、年間
4,000万円以上の税金を委託業者に払っている。
教育委員会の執務室も賃貸ビルを年5,000万円余
りの血税で払って借りている。工夫しよう！考え
ようではないか。無駄！無駄！無駄！すぐやめる、
勇気を持とう。脱お役人意識だ！

納税者、区民が納得する「めりはり」ある区政運営を！令和大田区議団（無所属5+維新1）

賛
成

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　本決算では妊産婦支援、精神障がい者へのアウ
トリーチ支援、特別養護老人ホーム整備支援、住
宅リフォーム助成の拡充など評価できる事業があ
りました。しかし、予定していた118億円の財政
基金の取り崩しを行わなかった上、なおかつ104
億円も予算を余らせました。このことから、コロ
ナ禍から区民を守り支える区の独自施策を十分に

実施できたはずです。更に「事務事業見直し」を
実施し、リフト付福祉タクシー運行委託事業や応
急小口資金など、住民福祉に関わる多くの事業を
廃止・削減しました。一方で、新空港線は区の
「長年の悲願」と聖域化し、コロナ禍でも新空港
線計画を何よりも優先して取り組む姿勢は自治体
の役割から逸脱しており、認定に反対しました。

予算を多く使い残し、コロナ禍への支援が不十分な決算日本共産党大田区議団

反
対

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　令和３年度決算の認定に賛成します。納税義務
者一人当たりの所得は増加しているものの、納税
義務者数が減少したことは今後の区政運営で重大
事案と提唱します。本定例会でも我が会派の議員
が提案した「勤労世代の定住化」「若い夫婦の転
入」を呼び込むため、「子育て支援の充実」を強
く要望しました。公明党から提案したエレベータ

ー閉じ込め対策強化、大森駅西口の地下空間を含
めた駐輪場増設の検討と商店街にぎわい創出、発
達障がい児の療育の向上、多摩川と中小河川の浸
水対策の強化、区立小・中学校においてのジェン
ダーレス水着導入と選択の推進、病児・病後児保
育の送迎補助とオンライン予約システムの導入、
英語教育の推進など、区政への反映を求めます。

選ばれる街「子育てするなら大田が一番」を目指して大田区議会公明党

賛
成

●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　自由民主党大田区民連合は、令和３年度決算の
認定に賛成します。予算を2,937億7,761万円余、
前年度比2.2%増として編成し、その後8次にわた
り合計249億円余の補正予算を編成し、前年度に
続き新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中、
様々な施策で区政を前に進めてきたことを評価し
ます。一般財源収入は、景気動向などを反映し、

特別区交付金の増、地方譲与税や地方消費税交付
金などの増の一方、特別区民税は４億円余の減で、
子育て世帯の流出も推測されることから、いかに
手を打つかが、選ばれる自治体として重要な課題
であり、区の持続可能性を確保する上で必要と考
えます。今後も社会経済情勢の変化に柔軟かつ機
動的に取り組むことを要望します。

社会経済情勢の変化に柔軟かつ機動的な財政運営を自由民主党大田区民連合

賛
成

令和３年度
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会議録検索システム
区議会の会議録を検索・閲覧できるシステ
ムを区議会ホームページに掲載しています。
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◎
は
全
会
一
致
（
22
件
）

◆
は
賛
成
者
多
数（
16
件
）

■  

区
長
提
出
議
案  

■

令
和
３
年
度
歳
入
歳
出
決
算

◆
一
般
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

令
和
４
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
３
次
）

71
億
３
、
１
３
２
万
３
千
円
増
額
す

る
（
詳
細
は
、
１
面
に
掲
載
）。

◆
一
般
会
計
（
第
４
次
）

45
億
３
、
０
４
６
万
６
千
円
増
額
す

る
（
詳
細
は
、
１
面
に
掲
載
）。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第

１
次
）

　
都
の
再
算
定
に
よ
る
減
な
ど
、
２
億

５
、
８
４
６
万
８
千
円
減
額
す
る
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第
１

次
）

　
令
和
３
年
度
葬
祭
費
負
担
金
の
精
算

に
よ
る
増
な
ど
、
３
億
４
、
２
６
４

万
２
千
円
増
額
す
る
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
次
）

　
令
和
３
年
度
決
算
確
定
に
よ
る
負
担

金
等
精
算
な
ど
、
13
億
２
、
１
６
３

万
１
千
円
増
額
す
る
。

条
例
の
制
定

◎
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る

条
例

　
職
員
の
定
年
引
上
げ
及
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
職
員
の
加

齢
に
よ
る
諸
事
情
等
へ
対
応
し
、
仕

事
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
の
環

境
整
備
と
し
て
、
職
員
の
高
齢
者
部

分
休
業
の
導
入
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
。

◆
大
田
区
総
合
体
育
館
条
例
の
施
設
の

供
用
停
止
に
関
す
る
条
例

　
大
田
区
総
合
体
育
館
の
大
規
模
な
改

修
を
行
う
に
当
た
り
、
当
該
改
修
の

期
間
、
施
設
の
供
用
を
停
止
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

◎
大
田
区
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
人

事
行
政
の
運
営
の
状
況
に
関
し
、
そ

の
報
告
対
象
と
し
て
い
る
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
を
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
に
改
め
る
。

◎
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
等
を
踏
ま
え
、

職
員
の
定
年
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
及
び

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
を
導

入
す
る
。

◎
職
員
の
懲
戒
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
等
を
踏
ま
え
、

減
給
時
に
減
ず
る
額
が
現
に
受
け
る

給
料
の
５
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を

超
え
た
場
合
に
適
用
す
る
補
足
規
定

を
設
け
る
。

◎
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に

派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す

る
条
例

　
職
員
の
定
年
引
上
げ
及
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
外
国
の
地

方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
す
る

こ
と
が
で
き
る
職
員
か
ら
、
管
理
監

督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
の
特
例
に
よ

り
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
以
後

引
き
続
き
管
理
監
督
職
と
し
て
勤
務

す
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
を
除
く
。

◎
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等

に
関
す
る
条
例

　
職
員
の
定
年
引
上
げ
及
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
公
益
的
法

人
等
に
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
職

員
か
ら
、
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年

齢
制
の
特
例
に
よ
り
管
理
監
督
職
勤

務
上
限
年
齢
以
後
引
き
続
き
管
理
監

督
職
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ

た
職
員
を
除
く
ほ
か
、
規
定
を
整
備

す
る
。

◎
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
改
め
る
。

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
職

員
の
育
児
休
業
に
お
け
る
取
得
要
件

の
緩
和
等
を
す
る
ほ
か
、
定
年
引
上

げ
及
び
地
方
公
務
員
法
の
改
正
を
踏

ま
え
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
職
員
の
定
年
引
上
げ
及
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
60
歳
を
超

え
る
職
員
の
給
与
を
60
歳
時
の
７
割

水
準
に
改
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備

す
る
。

◎
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

　
職
員
の
定
年
引
上
げ
及
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
60
歳
に
達

し
た
職
員
の
退
職
手
当
の
基
本
額
等

に
係
る
特
例
を
定
め
る
ほ
か
、
規
定

を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
非

常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
し
、
そ
の
除
外
対
象
と
し
て
い
る

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
改
め
る
。

◆
大
田
区
手
数
料
条
例

　
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
長
期

優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
の
認
定
の

申
請
等
の
手
数
料
を
定
め
る
ほ
か
、

規
定
を
整
理
す
る
。

◎
大
田
区
議
会
議
員
及
び
大
田
区
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

大
田
区
議
会
議
員
及
び
大
田
区
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車

の
使
用
に
係
る
公
費
負
担
の
限
度
額

等
を
改
定
す
る
。

◆
大
田
区
特
別
出
張
所
設
置
条
例

　
千
束
特
別
出
張
所
の
移
転
。

◆
大
田
区
立
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
条
例

　
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の
使
用
予
定
者
の
決

定
に
関
す
る
規
定
を
整
理
す
る
。

◆
大
田
区
高
齢
者
ア
パ
ー
ト
条
例

　
高
齢
者
ア
パ
ー
ト
の
使
用
予
定
者
の

決
定
に
関
す
る
規
定
を
整
理
す
る
。

◎
大
田
区
営
住
宅
条
例

　
区
営
住
宅
の
使
用
者
の
資
格
を
改
め

る
。

◎
大
田
区
乳
幼
児
及
び
義
務
教
育
就
学

児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

　
高
校
生
等
に
係
る
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に

伴
い
、
規
定
を
整
理
す
る
。

契
約
の
締
結

◆
仮
称
大
田
区
田
園
調
布
せ
せ
ら
ぎ
公

園
体
育
施
設
新
築
そ
の
他
工
事
請
負

契
約

契
約
金
額
：
12
億
６
、
１
１
５
万
円

契
約
の
相
手
方
：
サ
ン
ユ
ー
・
三
美

建
設
工
事
共
同
企
業
体

◆
仮
称
大
田
区
西
蒲
田
三
丁
目
複
合
施

設
新
築
そ
の
他
工
事
請
負
契
約

契
約
金
額
：
６
億
９
、
５
２
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
：
北
信
土
建
株
式
会

社
東
京
支
店

◆
大
田
区
立
東
調
布
第
三
小
学
校
及
び

仮
称
大
田
区
南
久
が
原
二
丁
目
複
合

施
設
改
築
そ
の
他
機
械
設
備
工
事

（
Ⅰ
期
）
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
４
億
７
０
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
：
不
二
熱
・
福
進
建

設
工
事
共
同
企
業
体

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

◆
区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
の
額

の
決
定

　
建
物
賃
貸
借
契
約
の
解
除

　
賠
償
金
額
：
４
３
９
万
２
、
３
０
０

円
■  
報
告  
■

●
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化

判
断
比
率
の
状
況
に
つ
い
て

　
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比

率
及
び
将
来
負
担
比
率
は
黒
字
で
あ

り
、
実
質
公
債
費
比
率
は
マ
イ
ナ
ス

２
・
６
％
で
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
。

●
民
事
訴
訟
の
提
起
に
係
る
専
決
処
分

　
大
田
区
奨
学
金
返
還
請
求
に
関
す
る

訴
え
の
提
起

　
⑴
処
分
日
：
令
和
４
年
８
月
22
日

　
　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
93
万
６
、

０
０
０
円

　
⑵
処
分
日
：
令
和
４
年
８
月
22
日

　
　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
１
２
６
万

円

　
⑶
処
分
日
：
令
和
４
年
８
月
22
日

　
　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
１
０
５
万

６
、
０
０
０
円

●
民
事
訴
訟
の
提
起
に
係
る
専
決
処
分

		

建
物
明
渡
し
等
を
求
め
る
訴
え
の
提

起
　
処
分
日
：
令
和
４
年
７
月
25
日

　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
２
６
１
万
３
、

６
２
２
円

●
区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
額
決

定
に
係
る
専
決
処
分

　
区
立
小
学
校
に
お
け
る
児
童
負
傷
事

故
　
処
分
日
：
令
和
４
年
７
月
27
日

　
賠
償
金
額
：
19
万
５
、
７
４
０
円

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

●
久
根
橋
外
１
橋
構
造
改
良
工
事
請
負

契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
８
月
８
日

　
契
約
金
額
を
４
億
６
、
８
０
５
万
円

か
ら
４
億
８
、
７
２
８
万
３
、
３
９

０
円
に
変
更
す
る
。

●
呑
川
合
流
改
善
貯
留
施
設
立
坑
設
置

工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
７
月
28
日

　
契
約
金
額
を
28
億
６
、
５
５
０
万
円

か
ら
28
億
９
、
２
９
５
万
６
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
平
和
島
公
園
改
良
工
事
そ
の
４
請
負

契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
６
月
29
日

　
契
約
金
額
を
３
億
７
、
４
０
０
万
円

か
ら
３
億
８
、
０
７
１
万
３
、
３
０

０
円
に
、
工
期
を
令
和
４
年
６
月
30

日
か
ら
令
和
４
年
７
月
８
日
に
変
更

す
る
。

●
大
田
第
９
号
蒲
田
駅
東
口
地
下
自
転

車
駐
車
場
支
障
物
撤
去
工
事
（
地
下

構
造
物
）
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
７
月
25
日

　
契
約
金
額
を
２
億
７
、
５
０
０
万
円

か
ら
２
億
７
、
６
４
４
万
４
、
３
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
入
新
井
第
一
小
学
校
及
び

仮
称
大
田
区
大
森
北
四
丁
目
複
合
施

設
改
築
そ
の
他
工
事
（
Ⅰ
期
）
請
負

契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
８
月
５
日

　
契
約
金
額
を
80
億
５
、
２
０
０
万
円

か
ら
80
億
７
、
３
６
９
万
２
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
大
森
第
七
中
学
校
校
舎
改

築
及
び
外
構
そ
の
他
工
事
（
Ⅱ
期
）

　
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
８
月
12
日

　
契
約
金
額
を
７
億
８
、
８
２
６
万
円

か
ら
７
億
９
、
５
７
０
万
７
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
特
定
天
井
改
修

そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
７
月
25
日

　
契
約
金
額
を
３
億
４
、
６
０
９
万
３
、

０
０
０
円
か
ら
３
億
５
、
０
５
３
万

７
、
０
０
０
円
に
、
工
期
を
令
和
４

年
12
月
26
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
29

日
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
役
所
本
庁
舎
ゴ
ン
ド
ラ
設
備

本
体
更
新
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
７
月
26
日

　
契
約
金
額
を
２
億
２
、
８
８
９
万
９
、

０
０
０
円
か
ら
２
億
２
、
５
４
２
万

３
、
０
０
０
円
に
変
更
す
る
。

定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど

第 3 回
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■  

議
員
提
出
議
案  

■

◆
奈
須
利
江
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議

（
10
面
に
全
文
を
掲
載
）

◎
子
育
て
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書

（
10
面
に
全
文
を
掲
載
）

■  

委
員
会
提
出
議
案  

■

◎
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
減

免
措
置
等
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

（
10
面
に
全
文
を
掲
載
）

■  

任
命
に
伴
う
同
意  

■

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◎
髙
橋　
幸
子

■  

そ
の
他  

■

議
員
の
派
遣

◎
宮
城
県
東
松
島
市
議
会
及
び
秋
田
県

美
郷
町
議
会
親
善
訪
問

　
派
遣
期
間
：
令
和
４
年
10
月
31
日
か

ら
11
月
２
日
ま
で

　
派
遣
場
所
：
宮
城
県
東
松
島
市
及
び

秋
田
県
美
郷
町

　
派
遣
議
員
：
高
瀬
三
徳
、
大
森
昭
彦
、

　
鈴
木
隆
之
、
渡
司
幸
、
海
老
澤
圭
介
、

　
松
本
洋
之
、
田
村
英
樹
、
椿
真
一
、

　
田
島
和
雄
、
佐
藤
伸
、
杉
山
公
一
、

　
三
沢
清
太
郎
、
須
藤
英
児
、

　
庄
嶋
孝
広

第3回 定例会

委員会付託された請願・陳情の結果
今定例会で委員会付託された請願・陳情の結果は以下のとおりです。

審査結果

総務財政委員会

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に
関する陳情（ほか同趣旨の陳情２件） 採択

75歳以上医療費窓口負担２割化を中止するよう国に意見書をあげるこ
とを求める陳情 不採択

地域産業委員会 銭湯設置に関する陳情 継続

健康福祉委員会
新型コロナウイルス感染症に関する情報の公開と対策の検証を求める
陳情 不採択

大田区立赤松小学校周辺のきつえん所についての陳情 不採択

こども文教委員会

「児童・生徒の要望と実情に沿い学校に生理用品の無償配備を求める」
陳情 不採択

子どもの利用する施設での新型コロナウイルス感染症の検査体制確立
を求める陳情 不採択

子どもの利用する施設への『健康管理専門職員』の配置と増員を求め
る陳情 不採択

交通臨海部活性化
特別委員会

第二段階を含む新空港線（蒲蒲線）整備計画を区民に分りやすく説明
する事を求める陳情 継続

羽田空港対策
特別委員会

渋谷の氷塊落下の原因究明と着陸機氷塊付着への対応策を国に求めて
ほしいと願う陳情 不採択

増便対応も可能でしかも安心安全な従来ルートに戻すよう国への要望
を求める陳情 不採択

第3回 定例会

意見が異なった議案に対する各会派の態度一覧 自 公 共 令 立 フ
ェ 無 フ

ォ 結果

令和３年度歳入歳出決算

一般会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 認定

国民健康保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 認定

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 認定

介護保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 認定

令和４年度補正予算
一般会計（第３次） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

一般会計（第４次） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

条例の制定 大田区総合体育館条例の施設の供用停止に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

条例の一部改正

大田区手数料条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

大田区特別出張所設置条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

大田区立シルバーピア条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

大田区高齢者アパート条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

契約の締結

仮称大田区田園調布せせらぎ公園体育施設新築その他工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

仮称大田区西蒲田三丁目複合施設新築その他工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

大田区立東調布第三小学校及び仮称大田区南久が原二丁目複合施設改築その
他機械設備工事（Ⅰ期）請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

損害賠償の額の決定 区の義務に属する損害賠償の額の決定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案

大田区男女平等及び多様性を尊重する社会を推進する条例 × × 〇 × 〇 〇 × × 否決

大田区心身障害者福祉手当条例の一部を改正する条例 × × 〇 × 〇 〇 × × 否決

大田区ゼロカーボンシティ宣言 × × 〇 × × 〇 × × 否決

奈須利江議員に対する問責決議 〇 〇 × 〇 × 除斥
※ ○ × 可決

自…自由民主党大田区民連合 ⒂
公…大田区議会公明党 ⑽
共…日本共産党大田区議団 ⑺

 令 …令和大田区議団（無所属5＋維新1）⑹
 立 …立憲民主党大田区議団 ⑶
フェ…フェアな民主主義 ⑴

 無 …大田無所属の会 ⑴
フォ…東京政策フォーラム ⑴

会派名
（所属議員数）

※地方自治法第117条の規定により、当該議案の議事に加われないこと。

所属議員数は令和４年10月12日現在

○：賛成　×：反対
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大田区議会議員の飲酒運転について
　本区議会議員である福井亮二議員から令和4年10月11日、
議長あてに提出された辞職願は、令和4年10月12日開催の令
和4年第3回大田区議会定例会において許可されました。
　福井氏は10月6日深夜1時頃、飲酒運転による自損事故を起
こしており、区民の皆様並びに関係各位に対し多大なるご迷惑
をおかけしておりますことを心よりお詫び申し上げます。
　本区議会といたしましてはこの事態を重く受け止め、今後こ
のようなことが二度と起こらぬよう、全議員が自らの立場と倫
理を再認識するとともに、議会をあげて信頼の回復に努めてま
いります。

令和４年10月12日
　大田区議会議長
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請願・陳情はどなたでも出せます

請願には、議員1名以上の紹介が必要です。議員の紹介がない場合は、陳情として取り扱います。
大田区議会では、原則として請願と陳情の審査は同じ扱いです。
請願・陳情の内容が数種類に及ぶ場合は、各々別の請願・陳情に分けてください。
請願・陳情の件名は、40文字以内にしてください。
請願・陳情書を提出する際は、提出者の署名または記名押印が必要です。住所、氏名は原則と
して公開となります。
署名簿がある場合は、請願・陳情の趣旨に賛同していることがわかる様式としてください。

●提出方法
　受付は、土曜・日曜、祝日及び年末年始を除く平日の午前8時30分から午後5時まで、区役所本庁舎
10階の議会事務局の窓口で行っています。

●請願・陳情書の書き方
　邦文のかい書で、以下の内容を記載してください。
⑴ 提出年月日
⑵ 宛先（大田区議会議長）
⑶  請願・陳情者の住所、氏名、連絡先（氏名は「署名または記名押印」）
⑷ 件名（40字以内）
⑸ 請願・陳情の趣旨及び理由（簡潔な文章で）

１

2

3

5

6

4

●陳情書を提出される方へ
　次に該当する陳情は審査されない場合があります。
① 著しく個人、団体などをひぼう、中傷をし、その個人、団体などの名誉毀損、信用失墜のおそれがあると判断したもの
② 脅迫、恐喝など、公序良俗に反する用語の使用があるもの
③郵送されたもの
④ 住所、連絡先が不十分で連絡のとれないもの
⑤ 同一期内でおおむね一年を経過していない同趣旨のもので、状況の変化がないと認められるもの
⑥ マンション紛争など、私人間で解決すべき内容を含むもの
⑦ 既に願意が達成されていると思われるもの
⑧ その他議会の審査になじまないと議長が判断したもの

請願・陳情書（記載例）
年　　月　　日

大田区議会議長あて
 請願者（陳情者）
  住所
  氏名　　　　◇ ◇　◇ ◇

（署名又は記名押印）
  電話番号
 紹介議員（陳情には不要）
 □ □　□ □

（署名又は記名押印）

○ ○ ○ ○ に関する請願（又は陳情）

　請願（陳情）の趣旨
　　１
　　２

　理由

件名の字数は
40字以内

陳情の場合は、
紹介議員は不要
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　大田区議会では、新型コロナウイルス感染症拡大防止及び、安全かつ円滑な議会運営体制の確保のため、本年１月14日に「新型コロナウイルス感染症拡大防
止を踏まえた視察等に関する申し合わせ」を取りまとめた。これにより、全ての議員は、東京都以外の自治体への視察等の際、新型コロナウイルスワクチンを２
回以上接種していることを証明する書類、又は出発日前３日以内のＰＣＲ検査における陰性を証明する書類を議長に提出することが確認された。
　議員それぞれがこの申し合わせの重要性を理解し、受け入れ先自治体等へ最大限の配慮をし、視察を実施してきたところである。
　そのような状況の中、本年７月、奈須利江議員は、北海道夕張市への視察を申し出た際、本申し合わせの存在を知りながら、議会が求める書類の提出を拒否
し、議長の説得にも応じることなく、必要書類の提出がないまま視察を強行した。
　これまで大田区議会では、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中でも、議会運営を滞らせることなく、議員一人ひとりがその職責を全うし、区民の信
託に応えられるよう、本申し合わせの適切な履行のみならず、議会の内外においても様々な感染拡大防止策を講じると同時に、議員個々においても自覚と責任
を持った行動を取ることを常に念頭においてきたところである。
　こうした大田区議会における取り組みから大きく逸脱する今回の奈須利江議員の視察強行は、議会内の秩序を著しく乱すとともに、大田区議会に対する区民
や受け入れ先自治体等の信用を失墜させる恐れのある許されない行為である。
　よって、大田区議会は、議会内の申し合わせを無視して視察を強行した奈須利江議員に対し、このような行為を二度と繰り返すことのないよう猛省を促し問
責する。
　以上、決議する。

令和４年９月13日
大田区議会

奈須利江議員に対する問責決議

固定資産税及び都市計画税の
減免措置等の継続を求める意見書
　我が国の経済状況は、令和４年９月に内閣府が公表した月
例経済報告における景気の基調判断において、「景気は、緩や
かに持ち直している。」とされており、「企業収益は、一部に弱
さがみられるものの、総じてみれば改善している。」との報告
がされている。
　一方、区内中小企業を対象に景気動向を調査した令和４年
４月から６月期の「大田区の景況」における業況では、製造
業、運輸業は大きく持ち直したものの、小売業では前期並の
厳しさが続き、建設業では悪化傾向がわずかに強まったとの
報告がされている。また、来期の業況においても、建設業は
今期並の厳しさが続き、製造業、運輸業は悪化傾向が強まる
と予想している。
　さらに、いまだ収束の兆しが見えない新型コロナウイルス
感染症や物価高騰の長期化は、区民生活はもとより小規模事
業者の事業経営にも多大な影響を及ぼしている。
　このような中、東京都が従来から実施している小規模非住
宅用地に対する固定資産税及び都市計画税の減免措置等は、
小規模事業者の事業継続や経営健全化に寄与し、また、多く
の区民生活に対しても安定をもたらすものであり、欠くこと
のできない措置となっている。
　こうした減免措置等について、東京都が廃止も視野に見直
しを行おうとすれば、区内小規模事業者の経済的、心理的影
響は極めて大きく、区内経済に与える悪影響が懸念されると
ころである。
　よって、大田区議会は東京都に対し、以下の措置を令和５
年度以後も継続することを求めるものである。

１�　小規模住宅用地に対する都市計画税を２分の１とする
軽減措置

２�　小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画税
を２割減額する減免措置

３�　商業地等における固定資産税及び都市計画税について、
負担水準の上限を65％に引き下げる減額措置

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和４年10月12日
東京都知事　宛

大田区議会議長

子育て支援の拡充を求める意見書
　少子化による人口減少は、我が国において最重要課題となっている。厚生労働省が発
表した令和３年の出生数は81万1,622人で、６年連続で過去最少を更新した。大田区に
おいても平成27年の6,120人をピークとして減少傾向が続いている。
　こうした中、国や各自治体では、令和元年10月から幼児教育・保育の無償化をはじめ
とし、少子化対策のために、様々な対策に取り組んでいるところであるが、多くの子育て
支援策には所得制限が設けられている。それにより、多様な形態のある子育て世帯におい
て、親の所得により線引きがなされ、支援を受けられる子どもと受けられない子どもとい
う分断が、社会的な問題として取り上げられている。今年５月に開催された政府の税制調
査会の総会では、仕事と育児の両立など働き方の変化に対応した税制のあり方における
議論の中で、有識者の中から「現金よりも現物給付」という見解と併せて「大きな税負担
を伴うが、同時に給付を手厚くするのがひとつの解決策だ」という問題提起がなされた。
　児童手当に関しては、令和４年10月支給分から、所得制限限度額を超える世帯の特例給
付が廃止されることが決定している。また、０歳～２歳の幼保無償化をはじめ、いわゆる
高校無償化や大学無償化と呼ばれる各種支援制度のいずれにおいても所得制限が設けら
れ、そうしたしわ寄せが子どもの進路や将来の可能性を狭めることにつながりかねない。
　こうした所得制限の設定により、手当や助成なども含めた総収入額が逆転してしまう不
公平な現象が生じており、働けば働くほど子どもへの給付が無くなってしまうという事態
は、子育て世帯の就労意欲をそぎ、少子化をより一層促進させるおそれもある。
　令和５年４月１日に公布される「こども基本法」には「全てのこどもについて、個人と
して尊重され、その基本的人権が保障されるとともに、差別的扱いを受けることがない
ようにすること」を基本理念の中で定めている。子どもと親の人権は別のものであり、親
の所得にかかわらず全ての子どもが平等に扱われることこそが我が国の最重要課題で
ある出生数の改善にも寄与する。
　よって、大田区議会は、少子化の打開に資する効果的な子育て施策を講じるため、国
及び東京都に対し、以下の事項を強く求める。

記

１�　児童手当をはじめとした各種子育て支援策に対し、所得制限の撤廃も視野に入れ適
正な再配分へと見直すこと。
２　上記の実現に必要な財源は、国及び東京都において確保すること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出する。

令和４年10月12日

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
厚生労働大臣　
東京都知事

大田区議会議長

宛


